



























して，その解析手法をデ ータベ ース化し，リ モート
センシング解析者に有効利用してもらうことです。
筆者らが考えているこのデ ー タベ ースの利用形態






3 . デー タベー スの特徴










①．デ ー タベー スの フ ォー マットは，「論文名」，
「評価情報」の自由記述型 と，「対象物または物理
量」，「センサー名」，「解析手法」等のキーワー ド
型 ，「観測年月日 」，論文の 「発表年」，「発表日」
等の数字型 の 3種類から構成されています。
②． リ モー トセンシング分野を指向した独自のキ












④． 汎用リ レーシ ョナルデータベ ースシステムO R
A C L E を本デ ータベ ースの核として使用し，前
述のキーワー ドを論理的に組み込むことによる検
索結果の絞り込みが容易に行えるシステムとして
います。また本来のO R A C L E が使用している
s q 1 言語による検索は，かなり難解な部分があ
るので，本システムでは，そのs q 1 言語の利点
をいかした検索方法の簡略化（図l の例）を行い，

















を利用 した知識ベース検索法を 目 指しています。
また，このコー ド化されたフローチャートを作図
表示及び汎用的な作図フ ォー マットである P S
(Postscript) ファイルに変換するインター フェー
スを開発 し，実用化を高めています。
4 ■ デー タベー スの利用法と利用例
4 - 1 . システム環境
サーバーのシステム環境は，ハ ー ドウェア と して
Su nS p a r c l O , ソ フト ウェア とし て， 0 S 
(OperatingSy stem) がS un4.l ,  Windowシステムが











4 - 2 . 実行手順




4 - 3 . 検索法
図1 は，検索条 件 を指定す るメニュ ー で ，
「landsat衛星デー タを使用 し，土地利用又は土地被
表 1 イ ンターネ ット を介したデー タベース の実行手順
* * * * * : x h o s t +  1 58. 2 0 3. 6 4. 6 3  
* * * * * : t e l ne t  1 58. 2 0 3. 6 4. 6 3  
l o g i n :  g u es t  
p a s sw d : ? ? ? ? ? ?  （担当者が提供）
g u e s t :  s e t en v  D I S P L A Y  
（クラ イ アン ト の Ip アド レス）：0 .  0 
g u e s t :  . / n e o l （実行ファ イル）
デー タベース の初期メニューが表示される
担当者E -m a i l アドレス
































図 2 キー ワー ド木構造の例 (landastを選択）
- 3 -
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共にP S 形式のファ イルを介してプリントアウトさ
れる。





























このデー タベー スの開発は，特別研究 “衛星デー

















賞に値すると判断された。（http://: 1 1 
ac.jp/jsnds/ memo/ .html) 。」
防災科学技術研究所・ 東京都共催による第29回防
災科学技術講演会は，去る11月22日（金）東京都防
災センター 災害対策本部室において開催した。
片山恒雄防災科学技術研究所長 鈴木健時東京都
総務局理事の挨拶に引き続き，「地震災害とライフ
ライン」 と題して片山恒雄防災科学技術研究所長，
「東京都の震災対策」と題して広瀬敏弘東京都総務
局災害対策部副参事，「関東地域 における地震活動」
と題して石田瑞穂地圏地球科学技術研究部長からそ
れぞれ講演がおこなわれました。
当日会場には，東京都庁内の防災関係者及び東京
都区市町村防災担当者130 名が聴講されました。
講演終了後聴講者から①地震災害時復旧対策で
電線の地 下埋設についてどう思 うか。②最近伊豆
半島沖の地震情報が頻繁にテレビで放送されるが，
それは地震活動が活発になったのか，それとも観測
施設が整備されたことによるものなのか，などの質
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